
多様な子どもを「誰一人取り残さない」ための授業改善の視点！ 

       「『学びの変革』授業デザイン」は、こちらの二次元コードから→ 
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 ６月１８日（木）に医療法人泉心会泉保養院の臨床心理士・公認心理師であ

る深澤国之先生を講師にお招きし、スクールカウンセラー等地区別研修会を開

催しました。スクールカウンセラー(SC)の方々から、「私が学校の中で出会っ

た『価値観の違い』」「私が学校から教えられたこと」「学校の中で『伝わらな

かった経験』」等のテーマについて発表があった後、教育支援アドバイザー、

スクールソーシャルワーカー(SSW)、スペシャルサポ

ートルーム(SSR)担当の３名の方々がシンポジストと

なり、「異なる専門性や立場がどう交わることで学校

の力が高まるか」というテーマでシンポジウムを行い

ました。 

参加者の感想には、「学校の先生方は即効性や対応

を求めるが、SCは情報収集をすることによって背景が分かることを大事にしている。児童生徒の理解に

つながるとその子に対する見方やまなざしが変わると思う。」「SC、SSW、SSR担当との協力・連携につい

て、意見が違うからこそ意味がある。総合的に合わせて支援の仕方を考えていくことが大切である。」

「医師との連携の具体的な方法や法規について、参考になった。」等がありました。 

                                  

 

キビタンシートは、福島県教育委員会が独自

に開発した、小学１年生から中学３年生までを

対象とするデジタルドリルです。FCS アカウン

トをもっている先生方や児童生徒は無料で利用

できます。内容は、基礎・基本が中心で、自分

のペースで学習を進められます。学びの新たな

選択肢として、ぜひご活用ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キビタンシート ～基礎・基本を、いつでも、どこでも、何度でも～ 

スクールカウンセラー等地区別研修会ついて 

市全体の実施状況です。7/6までに利用した児童生徒の人数

は 2,097 人でした。先生方の FCS アカウントでログインすれ

ば、個人や学級の学習状況をいつでも把握できます！ 

１番多い学校では、実施率

が 90％を超えていました！ 


